
JP 2022-511853 A 2022.2.1

(19)日本国特許庁(JP) (12)公表特許公報(A) (11)公表番号　　
特表2022-511853
(P2022-511853A)

(43)公表日　令和4年2月1日(2022.2.1)

(54)【発明の名称】　赤身肉、いわゆる血合肉から構成される細長い片部を魚切身から自動的に除去するための 
装置および方法

(51)国際特許分類
　   Ａ２２Ｃ 25/16 (2006.01)
　   Ｂ２６Ｄ 11/00 (2006.01)
　   Ｂ２６Ｄ 1/14 (2006.01)
　   Ｂ２６Ｄ 7/18 (2006.01)
　   Ｂ２６Ｄ 7/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ａ２２Ｃ 25/16 　　　　 　　　
　Ｂ２６Ｄ 11/00 　　　　 　　　
　Ｂ２６Ｄ 1/14 　　　Ｈ 　　　
　Ｂ２６Ｄ 7/18 　　　Ｅ 　　　
　Ｂ２６Ｄ 7/06 　　　Ｄ 　　　

(21)出願番号　 特願2021-531998(P2021-531998)
(86)(22)出願日　 平成31年4月9日(2019.4.9)
(85)翻訳文提出日　 令和3年6月4日(2021.6.4)
(86)国際出願番号　 PCT/EP2019/058973
(87)国際公開番号　 WO2020/207569
(87)国際公開日　 令和2年10月15日(2020.10.15)
(81)指定国・地域　 AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA 

,RW,SD,SL,ST,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA( 
AM,AZ,BY,KG,KZ,RU,TJ,TM),EP(AL,A 
T,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR 
,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC, 
MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,RS,SE,SI,SK 
,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,G 
N,GQ,GW,KM,ML,MR,NE,SN,TD,TG), 
AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,B 

最終頁に続く

(71)出願人　 591042838
ノルデイシェル・マシーネンバウ・ルド 
・バアデル・ゲーエムベーハー・ウント 
・コンパニ・カーゲー
ＮＯＲＤＩＳＣＨＥＲ  ＭＡＳＣＨＩＮ 
ＥＮＢＡＵ  ＲＵＤ．ＢＡＡＤＥＲ  ＧＥ 
ＳＥＬＬＳＣＨＡＦＴ  ＭＩＴ  ＢＥＳＣ 
ＨＲＡＮＫＴＥＲ  ＨＡＦＴＵＮＧ＋Ｃ 
ＯＭＰＡＧＮＩＥ  ＫＯＭＭＡＮＤＩＴ 
ＧＥＳＥＬＬＳＣＨＡＦＴ
ドイツ連邦共和国  ２３５６０・リュー 
ベック・ゲニネルストラッセ・２４９

(74)代理人　 100098394
弁理士　山川  茂樹

(72)発明者　 ルスコ，トルステン
最終頁に続く

テーマコード（参考）
　３Ｃ０２１
　３Ｃ０２７
　３Ｆ０８１
　４Ｂ０１１

(57)【要約】
　本発明は、赤身肉、いわゆる血合肉から構成される細 
長い片部（１７）を魚切身（１０）から自動的に除去す 
るように設計および構成されている装置（１８）であっ 
て、加工される魚切身（１０）を、魚切身（１０）が装 
置（１８）に入る入口区域（Ｅ）から、魚切身（１０） 
が装置（１８）から出る出口区域（Ａ）まで、移送経路 
に沿って移送方向Ｔに移送し、移送経路に沿って連続し 
て出口区域（Ａ）の方向に、入口区域（Ｅ）から出発す 
るための搬送ユニット（１９）と、加工される魚切身（ 
１０）中の赤身肉を検出するための第１の手段（２０） 
と、魚切身（１０）から赤身肉の中央の中心部分の細長 
い片部を除去するための第１の切削器具（２１）と、第 
１の切削器具（２１）によって生成された、魚切身（１ 
０）に依然として付着している赤身肉の腹側部分の細長 
い片部および魚切身（１０）に依然として付着している 
赤身肉の背側部分の細長い片部の切削面（Ｆ1、Ｆ2） 
が、搬送ユニット（１９）から離れて上方を向くような 
様式で、中央部分の細長い片部から解放された魚切身（ 
１０）を開くための手段（２２）と、魚切身（１０）か 

審査請求　有　予備審査請求　未請求　（全32頁）　最終頁に続く
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 装 置 （ １ ８ ） で あ っ て 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） に 入 る 入 口 区  
域 （ Ｅ ） か ら 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） か ら 出 る 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移  
送 経 路 に 沿 っ て 移 送 方 向 Ｔ に 移 送 し 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し て 前 記 出 口 区 域 （ Ａ ）  
の 前 記 方 向 に 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） か ら 出 発 す る た め の 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） と 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 １ の 切  
削 器 具 （ ２ １ ） と 、
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） に よ っ て 生 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着  
し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着 し て  
い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ 1 、 Ｆ 2 ） が 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９  
） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚  
切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 前 記 腹 側 お よ び 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た  
め の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） で あ っ て 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の  
切 削 器 具 （ ２ ４ ） な ら び に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ３ の 切 削 器 具 （  
２ ５ ） を 含 む 、 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と 、
制 御 デ バ イ ス と 、 を 備 え 、
赤 身 肉 を 識 別 す る た め の 少 な く と も 前 記 手 段 （ ２ ０ ） お よ び 前 記 ３ つ の 切 削 器 具 （ ２ １ 、  
２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ な  
ら び に ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 す べ て の 切 削 を 行 う こ と が で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 に 残 存 す る 前 記 赤 身 肉 を 検 出 す る  
た め の 第 ２ の 手 段 （ ２ ７ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ） と 前 記  
切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ２ の 手 段  
（ ２ ７ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） 上 で 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自  
動 的 に 整 列 さ せ る た め の 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） に 配 置 さ れ て い る  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去  
す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ）  
は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 整 列 ツ ー ル と と も に 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル  
タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、  
３ ９ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） の た め の 駆 動 手 段 （ ４ ０ 、 ４ １ ） を 備 え 、 前 記 ２  
つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） は 、 垂 直 方 向 な ら び に 水 平 方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ  
ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の メ カ ニ ズ ム に よ っ て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １  
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９ ） に 対 す る 前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） の 位 置 が 少 な く と も 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に  
調 整 可 能 で あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２  
つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） の た  
め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０ と ６ １ ） を 各 々 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６  
と ６ ７ ） が 割 り 当 て ら れ て い る 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、 ６ ３ ） を 各 々 備 え 、 各 刃 ユ ニ ッ ト （ ６  
４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ ～  
５ ７ ） を 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2 を 中 心 に 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０  
と ６ １ ） を 備 え 、 前 記 ２ つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） は 、 角 度 α を 囲 む 位 置 で 実  
質 的 に 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て お り 、 前 記 角 度 α の 大 き さ は 、 前 記 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、  
６ ３ ） 上 の 前 記 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） の 調 整 可 能 な 配 置 に よ っ て 設 定 す  
る こ と が で き 、 前 記 ２ つ の 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2 の 互 い の オ フ セ ッ ト は 、 移 送 方 向 Ｔ に お  
い て ゼ ロ に 等 し く 、 前 記 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 互 い に 専 ら 同  
期 的 に 調 整 可 能 で あ る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で 配 置  
さ れ て お り 、 各 々 が ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス  
メ カ ニ ズ ム 上 に あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス  
（ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装  
置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） は 、 複 数 の 搬 送 要 素 （ ２ ８ 、 ３ １ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 領 域 に あ る 第 １ の 搬 送 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ と 平 行 に 中 心 的 に 走  
る す き 間 （ ３ ０ ） を 有 す る 回 転 駆 動 式 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） で あ り 、 一 方 、 前 記 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 領 域 に あ る 第 ２ の 搬 送 要 素 （ ３ １ ） は 、 断 面 が 三 角 形 の 回 転 駆 動 式 セ グ メ ン  
ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置  
（ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） お よ び 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ の 移  
送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し た 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） を 形 成 し 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２  
） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 移 動 す る た め に 、 少 な く と も 、  
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） へ の 移 行 領 域
【 数 １ 】

に お い て 、 前 記 す き 間 （ ３ ０ ） を 介 し て 下 か ら 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） に 係 合 す る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ）  
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３  
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２ ） 上 に 固 定 す る た め に 、 そ の 上 側 に 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 方 向 を 向 い た ス パ イ ク  
状 の 突 出 部 （ ４ ５ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） は 、 少 な く と も 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分  
の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 前 記 開 い た 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 を 押 さ え る た め の  
デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） と セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） と の 間 で 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー  
ン （ ３ ２ ） の 両 側 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 少 な く と も 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 前  
記 領 域 の 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） に 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
固 定 手 段 （ ４ ３ ） は 、 少 な く と も 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 前 記  
魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） 上 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 二 重 ベ ル ト  
( ２ ９ ) の 前 記 領 域 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） に 対 応 す る 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ  
に お い て 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 備 え る 前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 下 流 側 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は ま た 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ５ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 下 流 側 、 お よ び 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） の 上 流 側 に 配 置 さ れ て お り  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 吸 着 に よ っ て 抽 出 す る た め の 吸 着 手 段 （ ７ ２ 、 ７ ３  
） は 、 各 切 削 器 具 （ ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 前 記 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
－ 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） に よ っ て 、 移 送 方 向 Ｔ の 入 口  
区 域 （ Ｅ ） か ら 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 自 動 的 に 移 送 す る ス テ ッ プ と 、
－ 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ２ ０ ） を 使 用 し て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の  
前 記 赤 身 肉 を 自 動 的 に 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
－ 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） を 使 用 し て 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 前 記 魚 切  
身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 形 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に  
依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然  
と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ 1 、 Ｆ 2 ） が 、 前 記 搬 送  
ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） を 使 用 し  
て 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自 動 的 に 開 く ス  
テ ッ プ と 、
－ 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 使 用 し て 、 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 を 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 み 、
－ 前 記 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決  
定 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） を 使 用 し て 制 御 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ０ 】
赤 身 肉 の 前 記 細 長 い 片 部 は 、 少 な く と も ３ つ の ス テ ッ プ で 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 さ れ 、 最 初 に 、 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 切 削 さ  
れ 、 続 い て 最 初 に 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 ま た は  
最 初 に 赤 身 肉 の 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身  
（ １ ０ ） か ら 切 削 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
最 初 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削  
、 ま た は そ の 逆 は 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 追 加 の 切 削 器 具 に よ っ て 第 ４ お よ び 第 ５ の ス テ  
ッ プ で 繰 り 返 さ れ 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 前 記 赤 身 肉 は 、 前 記 第 ４ お よ び 第  
５ の ス テ ッ プ の 前 に 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ７ １ ） を 使 用 し て 再 度 自 動 的 に 検 出  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
各 魚 切 身 （ １ ０ ） は 、 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 中 に 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ）  
に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
す べ て の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 切 削 す べ て は 、 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て い る 丸 刃 （ ２ ８  
と ２ ９ 、 ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２  
２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
切 削 に よ っ て 除 去 さ れ た 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 は 、 吸 着 に よ っ て 抽 出 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 １ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 装 置 （ １ ８ ） を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 除 去  
す る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 装 置 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
本 発 明 は ま た 、 赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に  
除 去 す る た め の 方 法 に も 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
遠 距 離 移 動 を 行 い 、 そ の 結 果 特 有 の 筋 肉 構 造 を 有 す る マ グ ロ お よ び 類 似 種 を 加 工 す る と き  
、 筋 肉 構 造 の 特 殊 性 を 十 分 に 考 慮 し な け れ ば な ら な い 。 マ グ ロ を 例 に と る と 、 骨 格 か ら 、  
特 に 背 骨 ／ 中 心 骨 か ら 切 り 離 さ れ た 魚 切 身 は 、 不 均 質 な 筋 肉 構 造 を し て い る 。 こ れ は 、 肉  
と 筋 肉 の 割 合 が 異 な っ て い る こ と を 意 味 す る 。 魚 切 身 に は 、 通 常 明 る い 色 を し た 「 正 常 な  
」 筋 肉 に 加 え て 、 （ 除 去 さ れ た ） 中 心 骨 の 領 域 か ら 皮 目 に 向 か っ て 、 血 合 肉 の 領 域 も 有 す  
る 。 赤 身 肉 と 呼 ば れ る 血 合 肉 は 、 味 の 点 で 品 質 が 劣 る た め 、 で き る だ け 完 全 に 除 去 す る べ  
き で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
中 心 骨 の 領 域 は 、 想 定 さ れ る 背 側 部 分 切 身 と 腹 側 部 分 切 身 に 魚 切 身 を 分 割 す る 。 言 い 換 え  
れ ば 、 中 心 骨 か ら 出 発 し て 背 び れ に 向 か っ て 上 方 に 延 在 す る 魚 切 身 の 領 域 は 、 背 側 部 分 切  
身 と 呼 ば れ 、 中 心 骨 か ら 出 発 し て 腹 腔 に 向 か っ て 下 方 に 延 在 す る 魚 切 身 の 領 域 は 、 腹 側 部  
分 切 身 と 呼 ば れ る 。 「 魚 切 身 」 と い う 用 語 は 、 も は や 骨 が 全 く な い こ の よ う な 製 品 だ け で  
な く 、 具 体 的 に は 、 少 な く と も 中 心 骨 が 除 去 さ れ て お り 、 そ の 結 果 、 皮 目 か ら 離 れ た 側 に  
あ る 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 が 露 出 し て い る こ の よ う な 製 品 も 指 す 。 し た が っ て 、 魚 切 身 は 、  
皮 目 を 下 に し て 加 工 さ れ る 。
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【 ０ ０ ０ ５ 】
し か し な が ら 、 血 合 肉 と も 呼 ば れ る 赤 身 肉 は 、 魚 切 身 中 に 広 が っ て い る た め 、 例 え ば 、 互  
い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 で 魚 切 身 か ら Ｖ 字 型 の 細 長 い 片 部 を 切 削 す る よ う な 一  
般 的 な 切 削 器 具 で は 、 赤 身 肉 を 除 去 す る こ と は で き な い 。 赤 身 肉 の 広 が り は 、 実 際 に は 標  
準 的 な Ｖ 字 型 で は な く 、 魚 切 身 に よ っ て 異 な る 。 し た が っ て 、 単 純 な Ｖ 字 型 の 切 削 で は 、  
魚 切 身 中 に 赤 身 肉 が 残 る か 、 ま た は 赤 身 肉 に 加 え て 白 身 肉 が 除 去 さ れ る か の ど ち ら か の 結  
果 に な る 。 言 い 換 え れ ば 、 一 般 的 な 切 削 器 具 で 赤 身 肉 を 除 去 し た と き の 加 工 結 果 は 、 一 方  
で は 収 量 低 下 、 他 方 で は 誤 り 率 の 高 さ に よ り 受 け 入 れ ら れ ず 、 そ の 結 果 、 マ グ ロ ま た は 同  
等 種 の 加 工 で は 、 赤 身 肉 を 除 去 す る と き こ れ ま で は 手 作 業 で 行 っ て き た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
人 々 が 赤 身 肉 を 除 去 し や す く す る よ う に 、 加 工 さ れ る 製 品 は 、 加 工 前 に 調 理 さ れ る 。 調 理  
す る こ と で 、 「 正 常 な 」 身 肉 は （ さ ら に ） 白 く な り 、 血 合 肉 は さ ら に 濃 く （ ほ と ん ど 黒 く  
） な る と い う 色 の 変 化 が 生 じ る 。 こ の 色 の 変 化 に よ り 、 人 は 構 造 と 肉 の 内 容 物 と を よ り 良  
好 に 区 別 す る こ と が で き 、 特 に 製 品 内 の 赤 身 肉 の 広 が り を よ り 良 好 に 識 別 す る こ と が で き  
る 。 し か し な が ら 、 魚 切 身 か ら 赤 身 肉 を 手 作 業 で 除 去 す る こ と に は 、 さ ま ざ ま な 欠 点 が あ  
る 。 一 方 で は 、 手 作 業 に よ る 除 去 は 、 非 常 に 時 間 が か か り 、 し た が っ て コ ス ト が か か る 、  
特 に 、 調 理 に は 時 間 の か か る 追 加 の 作 業 ス テ ッ プ が 必 要 に な る た め で あ る 。 他 方 で は 、 手  
作 業 に よ る 除 去 は 、 収 量 低 下 を 招 く 。 加 え て 、 切 削 結 果 は 、 実 質 的 に 製 品 を 加 工 す る 人 の  
経 験 と ス キ ル に 依 存 し て い る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 確 実 に 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 除 去 し  
、 か つ 、 収 量 を 最 適 化 す る こ と を 保 証 す る 装 置 を 作 製 す る こ と で あ る 。 ま た 、 本 発 明 の 目  
的 は 、 対 応 す る 方 法 を 作 成 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
こ の 目 的 は 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 を 、 魚 切 身 が 装 置 に 入 る 入 口 区 域 か ら 、 魚 切 身 が 装 置 か ら  
出 る 出 口 区 域 ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 移 送 方 向 Ｔ に 移 送 し 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し て 出  
口 区 域 の 方 向 に 、 入 口 区 域 か ら 出 発 す る た め の 搬 送 ユ ニ ッ ト と 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 中 の 赤  
身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 と 、 魚 切 身 か ら 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を  
除 去 す る た め の 第 １ の 切 削 器 具 と 、 第 １ の 切 削 器 具 に よ っ て 生 成 さ れ た 、 魚 切 身 に 依 然 と  
し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 魚 切 身 に 依 然 と し て 付 着 し て い る  
赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 が 、 搬 送 ユ ニ ッ ト か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様  
式 で 、 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 魚 切 身 を 開 く た め の 手 段 と 、 魚 切 身 か ら 赤 身  
肉 の 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 切 削 ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 腹 側 部 分  
の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 な ら び に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る  
た め の 第 ３ の 切 削 器 具 を 含 む 、 切 削 ユ ニ ッ ト と 、 制 御 デ バ イ ス と 、 を 備 え 、 赤 身 肉 を 検 出  
す る た め の 少 な く と も 当 該 手 段 お よ び ３ つ の 切 削 器 具 は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 に  
よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ な ら び に ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 す べ て の 切 削 を 行 う こ と が で  
き る よ う な 様 式 で 、 制 御 デ バ イ ス に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る と い う 点 で 、 前 述 の  
タ イ プ の 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。 本 発 明 に よ る 装 置 に よ り 、 赤 身 肉 を 含 む 魚 切 身 、 具 体  
的 に は マ グ ロ の 切 り 身 を 機 械 に よ っ て 効 率 的 か つ 正 確 に 赤 身 肉 か ら 解 放 す る こ と が で き る  
。 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で 配 置 さ れ た ３ つ の 切 削 器 具 に よ り 、 除 去 さ れ る 赤 身 肉  
の 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 段 階 的 に 切 削 こ と が で き 、 そ の 際 、 第 １ の 切 り 込 み は 、 搬 送 ユ  
ニ ッ ト 上 に 皮 目 を 平 ら に し て 横 た わ っ て い る 魚 切 身 の 皮 目 に 向 か っ て 深 部 に 入 り 、 第 ２ お  
よ び 第 ３ の 切 り 込 み は 、 魚 切 身 を 開 く か 、 ま た は 展 開 す る た め の 手 段 が 部 分 的 な 切 身 を 移  
動 さ せ る 、 す な わ ち 、 魚 切 身 の 腹 側 部 お よ び 背 側 部 を 、 第 ２ な ら び に 第 ３ の 切 削 器 具 が 魚  
切 身 を 実 質 的 に 皮 目 と 平 行 に 貫 通 で き る 位 置 に 移 動 さ せ る た め 、 主 に 腹 側 領 域 も し く は 背  
側 領 域 に そ れ ぞ れ 入 る 。 こ れ に よ り 、 魚 切 身 中 の 赤 身 肉 の 特 定 の 広 が り と は 無 関 係 に 、 魚  
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切 身 ご と に 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 を 個 々 に 除 去 す る こ と が で き る 。 さ ら に 、 こ れ は 、 具 体 的  
に は 生 の 、 す な わ ち 、 調 理 さ れ て い な い 魚 を 加 工 す る た め に も 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 好 ま し い 展 開 で は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 中 に 残 存 す る 赤 身 肉  
を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 は 、 魚 切 身 を 開 く た め の 手 段 と 切 削 ユ ニ ッ ト と の 間 に 配 置 さ  
れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 は ま た 、 制 御 デ バ イ ス に も 接 続 さ れ て い る  
。 こ れ に よ り 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 を 、 そ れ ら の 切 り 込 み に 関 し て さ ら に 正 確 に 制  
御 す る こ と が で き る 。 赤 身 肉 の 第 １ の 切 削 お よ び 第 １ の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 除 去 後 、 残  
存 す る 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 は 、 腹 側 領 域 な ら び に 背 側 領 域 に 残 存 す る 赤 身  
肉 の 正 確 な 広 が り を 検 出 し 、 そ の 結 果 、 赤 身 肉 の 完 全 か つ 収 量 に 最 適 な 除 去 が 改 善 さ れ る  
。
【 ０ ０ １ ０ 】
有 利 に は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 搬 送 ユ ニ ッ ト 上 で 加 工 さ れ る 魚 切 身 を 自 動 的 に 整 列 さ せ  
る た め の 取 扱 デ バ イ ス は 、 入 口 区 域 に 配 置 さ れ た 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 と 、  
中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、  
こ の 取 扱 デ バ イ ス も 制 御 デ バ イ ス に 接 続 さ れ て い る 。 取 扱 デ バ イ ス に よ り 、 加 工 さ れ る 各  
魚 切 身 は 、 第 １ の 切 削 器 具 の 切 削 結 果 を 最 適 化 す る た め に 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 の 整 列 に  
関 し て 、 第 １ の 切 削 器 具 に 対 し て 最 適 に 配 向 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 取 扱 デ バ イ ス は 、 整 列 ツ ー ル を 備 え た ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え  
ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 実 施 形 態 で は 、 魚  
切 身 を 実 質 的 に 全 方 向 に 自 由 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 、 具 体 的 に は 回 転 さ せ る こ と も で  
き 、 こ れ に よ り 、 搬 送 ユ ニ ッ ト 上 の 特 定 の 魚 切 身 の 開 始 場 所 ／ 開 始 位 置 に か か わ ら ず 、 第  
１ の 切 削 前 に 、 搬 送 ユ ニ ッ ト 上 の 中 心 に 横 た わ り 、 移 送 方 向 Ｔ に 実 質 的 に 平 行 に 整 列 さ れ  
て い る 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 を 有 す る 魚 切 身 を 個 々 に 正 確 に 位 置 決 め す る こ と を 保 証 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
第 １ の 切 削 器 具 は 、 好 ま し く は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 、 お よ び  
丸 刃 の 駆 動 手 段 を 備 え 、 ２ つ の 丸 刃 は 、 垂 直 方 向 な ら び に 水 平 方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ  
て い る 。 こ れ に よ り 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 の 、 シ ン プ ル で あ り な が ら 正  
確 か つ 効 率 的 な 除 去 を 保 証 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
特 に 好 ま し く は 、 第 １ の 切 削 器 具 は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク  
ス メ カ ニ ズ ム 上 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の メ カ ニ ズ ム に よ っ て 、 搬 送 ユ ニ ッ ト に 対 す る 第 １  
の 切 削 器 具 の 位 置 が 少 な く と も 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に 調 整 可 能 で あ り 、 こ の ロ ボ ッ ト  
メ カ ニ ズ ム は 、 制 御 デ バ イ ス に も 接 続 さ れ て い る 。 具 体 的 に は 、 取 扱 デ バ イ ス と の 組 み 合  
わ せ に よ り 、 魚 切 身 と 丸 刃 、 お よ び 正 確 な 切 り 込 み を 目 的 と し た 丸 刃 と 魚 切 身 と の 最 適 な  
整 列 が 保 証 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
便 宜 上 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 は 、 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 、 な ら び に  
丸 刃 の 駆 動 手 段 を 各 々 備 え る 。 本 実 施 形 態 で は 、 赤 身 肉 の 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長 い 片  
部 を 特 に 効 率 的 か つ 正 確 に 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
特 に 有 利 な 実 施 形 態 で は 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 は 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト が 割 り 当 て ら  
れ た 刃 キ ャ リ ア を 各 々 有 し 、 各 刃 ユ ニ ッ ト は 、 丸 刃 、 お よ び 丸 刃 を 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2
を 中 心 に 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 を 備 え 、 ２ つ の 丸 刃 は 、 角 度 α を 囲 む 位 置 で 実 質 的  
に 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て お り 、 刃 キ ャ リ ア 上 の 刃 ユ ニ ッ ト の 調 整 可 能 な 配 置 に よ り 、  
角 度 α の 大 き さ を 設 定 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ２ つ の 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2 の 互 い の オ フ  
セ ッ ト は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て ゼ ロ に 等 し く 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト は 、 互 い に 専 ら 同 期 的 に  
調 整 可 能 で あ る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ れ は 、 各 切 削 器 具  
が 、 腹 側 部 お よ び 背 側 部 に お け る 赤 身 肉 の 個 々 の 広 が り に 合 わ せ て 調 整 な ら び に 適 合 さ せ  
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て 、 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 収 量 効 率 の 良 い 除 去 を 保 証 す る こ と が で き 、 誤 っ た 切 り 込 み を  
防 止 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 は 、 好 ま し く は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で 配 置 さ れ て  
お り 、 各 々 が ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に あ り 、  
ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム は ま た 、 制 御 デ バ イ ス に も 接 続 さ れ て い る 。 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム に よ  
り 、 切 削 器 具 は 、 切 削 前 お よ び 切 削 中 に 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 に 対 し て 最 適 に 位 置 決 め さ れ  
、 切 り 込 み を 改 善 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
特 に 好 ま し い 展 開 で は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト は 、 複 数 の 搬 送 要 素 を 備 え 、 第 １ の 切 削 器 具 の 領 域  
に あ る 第 １ の 搬 送 要 素 は 、 移 送 方 向 Ｔ と 平 行 に 中 心 的 に 走 る す き 間 を 有 す る 回 転 駆 動 式 二  
重 ベ ル ト で あ り 、 一 方 、 切 削 ユ ニ ッ ト の 領 域 に あ る 第 ２ の 搬 送 要 素 は 、 断 面 が 三 角 形 の 回  
転 駆 動 式 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 搬 送 ユ ニ ッ ト の こ の 実 施 形 態 で は  
、 当 該 搬 送 ユ ニ ッ ト は 、 魚 切 身 が 切 削 器 具 に 対 し て 最 適 な 場 所 ／ 位 置 に 各 々 配 設 さ れ る よ  
う な 様 式 で 、 関 連 す る 切 削 器 具 に 適 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
有 利 に は 、 二 重 ベ ル ト お よ び セ グ メ ン ト チ ェ ー ン は 、 移 送 方 向 Ｔ の 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続  
し た 搬 送 ユ ニ ッ ト を 形 成 し 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン は 、 魚 切 身 を 二 重 ベ ル ト か ら 移 動 す る た  
め に 、 少 な く と も 、 二 重 ベ ル ト か ら セ グ メ ン ト チ ェ ー ン へ の 移 行 領 域 に お い て 、 す き 間 を  
介 し て 下 か ら 二 重 ベ ル ト に 係 合 す る 。 し た が っ て 、 移 行 領 域 で は 、 魚 切 身 は 、 一 方 で は 二  
重 ベ ル ト と 、 他 方 で は セ グ メ ン ト チ ェ ー ン と 接 触 し て い る 。 こ れ に よ り 、 装 置 全 体 を 通 し  
て 魚 切 身 が 連 続 的 に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
特 に 好 ま し く は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン は 、 魚 切 身 を 開 く た め の 手 段 を 形 成 す る 。 こ れ に よ  
り 、 開 く か 、 ま た は 展 開 す る た め の 追 加 の 手 段 が 不 要 に な る 。 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 搬 送  
手 段 お よ び 開 く 手 段 と し て の ２ つ の 機 能 に よ り 、 魚 切 身 の 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 の 下  
へ の 、 シ ン プ ル で あ り な が ら 確 実 な 位 置 決 め を 保 証 す る 。 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン は 、 少 な く  
と も 部 分 的 に 三 角 形 の 断 面 を 有 し 、 二 重 ベ ル ト か ら 離 れ る 際 に 、 部 分 的 な 切 身 が 重 力 の み  
で 側 方 お よ び 下 方 に 大 き く 折 り 畳 ま れ 、 第 １ の 切 削 に よ っ て 形 成 さ れ た 切 削 面 が 依 然 と し  
て 上 方 ま た は 少 な く と も 斜 め 上 方 を 向 い て お り 、 そ の 結 果 、 第 ２ な ら び に 第 ３ の 切 削 器 具  
は 、 腹 側 領 域 も し く は 背 側 領 域 、 つ ま り 、 皮 目 に 実 質 的 に 平 行 な 領 域 、 す な わ ち 、 第 １ の  
切 削 器 具 が 貫 通 で き な い か 、 あ る い は 収 量 低 下 な し に 貫 通 で き な い 領 域 に そ れ ぞ れ 貫 通 す  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
有 利 に は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン は 、 そ の 上 側 に 切 削 ユ ニ ッ ト の 方 向 を 向 い た ス パ イ ク 状 の  
突 出 部 を 有 し て お り 、 魚 切 身 を セ グ メ ン ト チ ェ ー ン 上 に 固 定 す る 。 こ れ に よ り 、 セ グ メ ン  
ト チ ェ ー ン 上 の 魚 切 身 を さ ら に 確 実 に 固 定 し 、 そ の 結 果 、 魚 切 身 は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン  
上 で 滑 ら ず に 固 着 さ れ 、 移 送 さ れ て 正 確 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。 ス パ イ ク 状 の 突 出  
部 の 別 の 効 果 は 、 部 分 的 な 切 り 身 が 、 断 面 が 三 角 形 ま た は よ り 正 確 に は 屋 根 形 状 で あ る セ  
グ メ ン ト チ ェ ー ン の 両 側 で 曲 が る の を 支 援 す る こ と で あ る 、 す な わ ち 、 魚 切 身 を 開 く 助 け  
と な る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
好 ま し い 展 開 で は 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス は 、 少 な く と も 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細  
長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 開 い た 魚 切 身 を 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス と セ グ メ ン ト  
チ ェ ー ン と の 間 で 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 両 側 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 少 な く と も 切  
削 ユ ニ ッ ト の 領 域 の セ グ メ ン ト チ ェ ー ン に 割 り 当 て ら れ て い る 。 魚 切 身 を 移 送 方 向 Ｔ に 搬  
送 す る た め 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 両 側 に 垂 れ 下 が っ た 魚 切 身 ま た は 部 分 的 な 切 身 は 、 下  
か ら 支 え る セ グ メ ン ト チ ェ ー ン と 、 上 方 か ら 保 持 す る 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス と の 間  
を 通 り 抜 け 、 そ の 結 果 、 部 分 的 な 切 身 は 、 切 削 中 に 確 実 か つ 正 確 に 保 持 さ れ る こ と に な る  
。 し た が っ て 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン と と も に 、 開 く た め  
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の 手 段 を 最 終 的 に 形 成 す る か 、 ま た は 部 分 的 な 切 身 を 確 実 に 広 げ た 位 置 に 保 持 す る よ う に  
、 少 な く と も 開 く プ ロ セ ス 中 に セ グ メ ン ト チ ェ ー ン を 支 持 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
好 ま し く は 、 固 定 手 段 は 、 少 な く と も 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 魚 切  
身 を 二 重 ベ ル ト 上 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 二 重 ベ ル ト の 領 域 に 設 け ら れ て い る 。 言 い  
換 え れ ば 、 二 重 ベ ル ト 上 に 皮 目 を 平 ら に し て 横 た わ っ て い る 魚 切 身 は 、 任 意 に 、 上 方 か ら  
二 重 ベ ル ト に 押 し 付 け ら れ る か 、 か つ ／ ま た は 下 か ら 二 重 ベ ル ト に 吸 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
特 に 好 ま し い 展 開 で は 、 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト に 対 応 す る 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト は 、 移 送 方 向  
Ｔ に お い て 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 を 備 え る 当 該 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト の 下 流 側 に 配 置  
さ れ て お り 、 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト は ま た 、 制 御 デ バ イ ス に も 接 続 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ  
ば 、 切 削 ユ ニ ッ ト は 、 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の ２ つ の 切 り 込 み を 各 々 の 場  
合 に 連 続 し て 行 う こ と が で き る よ う に 、 ま た 、 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の ２  
つ の 切 り 込 み を 各 々 の 場 合 に 行 う こ と が で き る よ う に 、 二 重 に な っ て い る 。 こ れ に よ り 、  
一 方 で は 加 工 速 度 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 他 方 で は 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か  
ら 除 去 す る と き の 精 度 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
便 宜 上 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ  
ト の 下 流 側 、 お よ び 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト の 上 流 側 に 配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た  
め の 第 ３ の 手 段 は ま た 、 制 御 デ バ イ ス に も 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 実 施 形 態 で は 、 切  
削 精 度 が 向 上 し 、 し た が っ て 加 工 結 果 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 抽 出 す る た め の 吸 着 手 段 は 、 各  
切 削 器 具 の 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。 こ の 開 発 の 結 果 、 切 削 領 域 は 、 既 に  
除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 ま た は 部 分 か ら 常 に 解 放 さ れ 、 こ れ に よ り 、 赤 身 肉 を 検 出  
す る た め の 下 流 側 の 手 段 に よ る （ 残 存 す る ） 赤 身 肉 の 検 出 が 特 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
こ の 目 的 は 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 を 、 搬 送 ユ ニ ッ ト に よ っ て 、 移 送 方 向 Ｔ の 入 口 区 域 か ら 出  
口 区 域 ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 自 動 的 に 移 送 す る ス テ ッ プ と 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手  
段 を 使 用 し て 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 中 の 赤 身 肉 を 自 動 的 に 検 出 す る ス テ ッ プ と 、 第 １ の 切 削  
器 具 を 使 用 し て 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス  
テ ッ プ と 、 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 形 成 さ れ た 、 魚 切 身 に 依 然 と し  
て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 魚 切 身 に 依 然 と し て 付 着 し て い る 赤  
身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 が 、 搬 送 ユ ニ ッ ト か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式  
で 、 開 く た め の 手 段 を 使 用 し て 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 魚 切 身 を 自 動  
的 に 開 く ス テ ッ プ と 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 を 使 用 し て 、 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 み 、 切 削 器 具 は 、 赤 身 肉 を 検 出 す  
る た め の 手 段 に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 制 御 デ バ イ ス を  
使 用 し て 制 御 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
好 ま し く は 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 は 、 少 な く と も ３ つ の ス テ ッ プ で 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 切  
削 さ れ 、 最 初 に 、 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 が 魚 切 身 か ら 切 削 さ れ 、 続 い て 最 初 に 、 腹  
側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 ま た は 最 初 に 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 、 次 に 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 が 魚 切 身 か ら 切 削 さ れ る 。 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 除  
去 と 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 除 去 の 順 序 は 、 任 意 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
有 利 に は 、 最 初 に 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 、 次 に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 、 ま た  
は そ の 逆 は 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 追 加 の 切 削 器 具 に よ っ て 第 ４ お よ び 第 ５ の ス テ ッ プ で 繰 り  
返 さ れ 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 中 の 赤 身 肉 は 、 第 ４ お よ び 第 ５ の ス テ ッ プ の 前 に 、 赤 身 肉 を 検  
出 す る た め の 手 段 を 使 用 し て 再 度 自 動 的 に 検 出 さ れ る 。 言 い 換 え れ ば 、 こ の プ ロ セ ス を 繰  
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り 返 す こ と に よ っ て 精 度 を 向 上 さ せ る た め に 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 は 、 少 な く と も １ 回  
、 必 要 に 応 じ て ２ 回 ま た は 数 回 各 々 繰 り 返 さ れ 、 し た が っ て 、 毎 回 切 削 が 更 新 さ れ 、 魚 切  
身 中 に 依 然 と し て 位 置 し て い る 赤 身 肉 を よ り 正 確 に 検 出 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
好 ま し く は 、 各 魚 切 身 は 、 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 切 削 中 に 搬 送 ユ ニ ッ ト 上 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
特 に 好 ま し く は 、 す べ て の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 切 削 す べ て は 、 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ  
て い る 丸 刃 に よ っ て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
任 意 に 、 切 削 に よ っ て 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 は 、 吸 着 に よ っ て 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
特 に 好 ま し く は 、 本 方 法 は 、 請 求 項 １ ～ １ ８ の １ つ 以 上 に よ る 装 置 を 使 用 し て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
こ の こ と か ら 生 じ る 更 な る 利 点 に つ い て は 、 既 に 本 装 置 に 関 連 し て 説 明 さ れ い る の で 、 繰  
り 返 し を 回 避 す る た め に 関 連 す る 箇 所 を 参 照 す る こ と に す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
本 発 明 の 装 置 お よ び 方 法 の さ ら な る 好 都 合 な 特 徴 な ら び に ／ ま た は 有 利 な 特 徴 お よ び 開 発  
は 、 従 属 請 求 項 な ら び に 明 細 書 か ら 明 ら か に な る 。 本 発 明 の 装 置 お よ び 方 法 の 特 に 好 ま し  
い 実 施 形 態 で は 、 添 付 の 図 面 を 参 照 し て よ り 詳 細 に 説 明 さ れ る 。 こ の 図 面 は 以 下 の 通 り で  
あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 中 心 骨 、 お よ び 中 心 骨 の 反 対 側 の 皮 目 を 有 す る 、 魚 切 身 の 軸 方 向 断 面 図 。
【 図 ２ 】 皮 目 が 搬 送 ユ ニ ッ ト 上 に 横 た わ る 、 中 心 骨 の な い 図 １ に 記 載 の 魚 切 身 。
【 図 ３ 】 図 ２ に 従 っ て 、 赤 身 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 除 去 す る  
た め の 装 置 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 概 略 図 。
【 図 ４ 】 二 重 ベ ル ト の 上 方 に 配 置 さ れ た 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 と 、 赤 身 肉 の  
中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 １ の 切 削 器 具 と 、 魚 切 身 を 二 重 ベ ル ト 上  
に 自 動 的 に 整 列 さ せ る た め の 取 扱 デ バ イ ス と 、 を 備 え た 、 搬 送 ユ ニ ッ ト の 一 部 と し て の 二  
重 ベ ル ト の 拡 大 図 。
【 図 ５ 】 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン 上 で 開 い た 位 置 に あ る 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部  
か ら 解 放 さ れ た 魚 切 身 を 備 え た 、 搬 送 ユ ニ ッ ト の 一 部 と し て の セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 断 面  
図 。
【 図 ６ 】 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 と 、 魚 切 身 の 腹 側 ま た は 背 側 に 位 置 し て い る  
、 赤 身 肉 の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 切 削 ユ ニ ッ ト の 一 部 と し て の 第 ２ の 切 削  
器 具 を 備 え た 、 二 重 ベ ル ト か ら セ グ メ ン ト チ ェ ー ン へ の 移 行 領 域 の 拡 大 図 。
【 図 ７ 】 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 上 方 に あ る 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 と 、 魚 を 押 さ え つ け  
る た め の デ バ イ ス と の 斜 視 図 の 拡 大 図 。
【 図 ８ 】 移 送 方 向 Ｔ か ら 見 た 、 図 ７ に 記 載 の 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 面 に 示 す 装 置 は 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 を 魚 切 身 か ら 自 動 的 に 除 去 す る た め に 使 用 さ れ る  
。 本 発 明 は 、 除 去 さ れ る 血 合 肉 を 有 す る マ グ ロ の 例 を 用 い て 説 明 さ れ る 。 し か し な が ら 、  
本 発 明 は 、 「 正 常 な 」 身 肉 に 加 え て 、 魚 切 身 中 に 赤 身 肉 （ 血 合 肉 ） の 細 長 い 片 部 を 有 す る  
他 の 魚 種 に も 同 様 に 適 用 可 能 で あ る 。 こ れ ら の 魚 種 は 、 具 体 的 に は 、 長 距 離 を 移 動 す る と  
い う 特 性 に よ り 、 こ の よ う な 特 殊 な 筋 肉 構 造 を 有 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
よ り 良 好 な 理 解 を 促 す た め に 、 初 め に 、 マ グ ロ ま た は 魚 切 身 １ ０ お よ び 同 等 種 の 筋 肉 構 造  
に つ い て 、 図 １ な ら び に 図 ２ に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 、 ２ つ の 切 身 を 有 す る マ グ ロ の  
単 一 の 魚 切 身 １ ０ を 示 し て い る 。 単 一 の 魚 切 身 １ ０ は 、 図 示 の 中 心 骨 １ １ を 依 然 と し て 有  
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す る 。 背 側 部 分 切 身 １ ２ は 、 中 心 骨 １ １ か ら 出 発 し て 図 示 さ れ て い な い 背 び れ に 向 か っ て  
上 方 に 延 在 し て い る 。 腹 側 部 分 切 身 １ ４ は 、 中 心 骨 １ １ か ら 出 発 し て 腹 腔 １ ３ （ 図 示 の み  
） に 向 か っ て 下 方 に 延 在 し て い る 。 魚 切 身 １ ０ の 皮 目 １ ５ は 、 中 心 骨 １ １ の 反 対 側 に 位 置  
し て い る 。 魚 切 身 １ ０ は 、 主 に 「 正 常 な 」 白 身 肉 １ ６ か ら 構 成 さ れ て い る 。 し か し な が ら  
、 赤 身 肉 の 部 分 的 に 非 対 称 な 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 中 心 骨 １ １ か ら 出 発 し て 皮 目 １ ５ に 向 か  
っ て 延 在 し て い る 。 こ の 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 魚 切 身 １ ０ ご と に 身 肉 １ ６ 中 で 個 々 に 広 が っ  
て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ２ は 、 魚 切 身 １ ０ が 皮 目 １ ５ に 接 し て 横 た わ っ て い る 、 中 心 骨 １ １ の な い 図 １ に 記 載 の  
魚 切 身 １ ０ を 示 し て い る 。 そ の 結 果 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 上 方 を 向 い て お り 、 こ  
の 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 魚 切 身 １ ０ の 長 手 方 向 の 移 送 方 向 Ｔ に 実 質 的 に 配 向 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
図 ３ 以 降 に 図 示 す る 装 置 １ ８ は 、 赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 １ ７  
を 魚 切 身 １ ０ か ら 自 動 的 に 除 去 す る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 。 こ の 装 置 １ ８ は 、  
加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ を 、 魚 切 身 １ ０ が 装 置 １ ８ に 入 る 入 口 区 域 Ｅ か ら 魚 切 身 １ ０ が 装 置  
１ ８ か ら 出 る 出 口 区 域 Ａ ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 移 送 方 向 Ｔ に 移 送 し 、 移 送 経 路 に 沿 っ て  
連 続 し て 出 口 区 域 Ａ の 方 向 に 、 入 口 区 域 Ｅ か ら 出 発 す る た め の 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ と 、 加 工  
さ れ る 魚 切 身 １ ０ 中 の 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 ２ ０ と 、 魚 切 身 １ ０ か ら 赤 身 肉  
の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 １ の 切 削 器 具 ２ １ と 、 第 １ の 切 削 器 具  
２ １ に よ っ て 生 成 さ れ た 、 魚 切 身 １ ０ に 依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 お よ び 魚 切 身 １ ０ に 依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削  
面 Ｆ 1 な ら び に Ｆ 2 が 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 中 央 部 分  
の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 魚 切 身 １ ０ を 開 く た め の 手 段 ２ ２ と 、 魚 切 身 １ ０ か ら 赤 身 肉  
の 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ で あ っ て 、 腹 側 部  
分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 ２ ４ な ら び に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除  
去 す る た め の 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ５ を 含 む 、 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ と 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ と 、 を  
備 え 、 赤 身 肉 を 識 別 す る た め の 少 な く と も 当 該 手 段 ２ ０ お よ び ３ つ の 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４  
、 ２ ５ は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 ２ ０ に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ な ら び に ／ ま た は  
情 報 に 基 づ い て 、 す べ て の 切 削 を 行 う こ と が で き る よ う な 様 式 で 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に 接  
続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る と い う 点 で 、 本 発 明 に よ っ て 特 徴 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 下 に 説 明 す る 特 徴 お よ び 展 開 が 単 独 で 、 ま た は 互 い に 組 み 合 わ せ て 用 い ら れ る と き の 好  
ま し い 実 施 形 態 を 示 し て い る 。 特 許 請 求 の 範 囲 お よ び ／ ま た は 明 細 書 な ら び に ／ も し く は  
図 面 に 要 約 さ れ て い る か 、 あ る い は 共 通 の 実 施 形 態 に 記 載 さ れ て い る 特 徴 は 、 機 能 的 に 独  
立 し た 様 式 で 上 述 の 装 置 １ ８ を さ ら に 発 展 さ せ る こ と も で き る こ と が 明 示 的 に 指 摘 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ は 、 回 転 駆 動 お よ び 好 ま し く は 連 続 駆 動 の た め の 、 明 示 的 に は 示 し て い  
な い 駆 動 手 段 を 含 む 。 こ の 駆 動 手 段 は 、 好 ま し く は 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に も 接 続 さ れ て い る  
。 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 ２ ０ は 、 例 え ば 、 カ メ ラ を 備 え て も よ い 。 カ メ ラ の  
代 わ り に 、 ま た は カ メ ラ に 加 え て 、 手 段 ２ ０ は ま た 、 Ｘ 線 器 具 も し く は 他 の 器 具 を 備 え て  
も よ く 、 そ れ に よ っ て 、 赤 身 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 １ ７ の 大 き さ お よ び ／ ま た は 範  
囲 な ら び に ／ あ る い は 整 列 お よ び ／ ま た は 配 向 な ら び に ／ も し く は 分 布 を 、 身 肉 １ ６ 中 で  
検 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
好 ま し く は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ 中 に 残 存 す る 赤 身 肉 を 検 出 す る  
た め の 第 ２ の 手 段 ２ ７ は 、 魚 切 身 １ ０ を 開 く た め の 手 段 ２ ２ と 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ と の 間 に  
配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 ２ ７ は ま た 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に も  
接 続 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段 ２ ７ は 、 第 １ の 切 削  
器 具 ２ １ と 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ と の 間 に 位 置 し て い る 。 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ２ の 手 段  
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２ ７ は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 ２ ０ に 合 わ せ て 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 ４ は 、 魚 切 身 １ ０ の 入 口 区 域 Ｅ の 拡 大 図 で あ る 。 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ は 、 複 数 の 搬 送 要 素  
を 備 え 、 第 １ の 切 削 器 具 ２ １ の 領 域 に あ る 第 １ の 搬 送 要 素 ２ ８ は 、 移 送 方 向 Ｔ と 平 行 に 中  
心 的 に 走 る す き 間 ３ ０ を 有 す る 回 転 駆 動 式 二 重 ベ ル ト ２ ９ で あ り 、 一 方 、 切 削 ユ ニ ッ ト ２  
３ の 領 域 に あ る 第 ２ の 搬 送 要 素 ３ １ は 、 断 面 が 三 角 形 の 回 転 駆 動 式 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３  
２ で あ る 。 二 重 ベ ル ト ２ ９ は 、 別 個 の 誘 導 要 素 お よ び 駆 動 要 素 を 有 す る 、 ２ つ の 完 全 に 別  
個 の ベ ル ト で 構 成 さ れ て も よ い 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 ２ つ の 部 分 的 な ベ ル ト は 、 同 じ 誘 導  
要 素 お よ び 駆 動 要 素 上 に 互 い に 距 離 を 置 い て 配 置 さ れ て も よ い 。 す き 間 ３ ０ は 、 二 重 ベ ル  
ト ２ ９ の 長 さ の 一 部 に わ た っ て 延 在 し て も よ い し 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ の 全 長 に わ た っ て 延 在  
し て も よ く 、 移 送 方 向 Ｔ に 配 向 し て い る す き 間 ３ ０ は 、 す き 間 ３ ０ が 二 重 ベ ル ト ２ ９ を 対  
称 的 に 分 割 す る よ う な 様 式 で 、 す べ て の 実 施 形 態 に お い て 中 心 的 に 配 置 さ れ て い る 。 具 体  
的 に は 、 す き 間 ３ ０ が 二 重 ベ ル ト ２ ９ の 全 長 に わ た っ て 延 在 し て い る 場 合 、 す き 間 ３ ０ は  
、 被 覆 要 素 ３ ３ に よ っ て 少 な く と も 部 分 的 に 覆 わ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ に 重 な っ て 配 置 さ れ て い る 。 こ れ は 、 移 送 経  
路 に 沿 っ た セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ が 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ が 終 了 す る 前 に 既 に 出 発 し て お り  
、 そ の 結 果 、 重 な っ た 領 域 の 各 魚 切 身 １ ０ は 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 位 置 さ れ て い る と 同 時  
に 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ に よ っ て 支 持 さ れ て い る こ と を 意 味 す る 。 重 な っ た 領 域 で は  
、 被 覆 要 素 ３ ３ は ま た 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ が 、 少 な く と も 、 個 々 の セ グ メ ン ト ３ ６  
の 先 端 ３ ５ が 切 削 器 具 ２ １ に 対 し て 上 方 に 向 い た 状 態 で 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ の す き 間 ３ ０ を  
介 し て 突 出 す る こ と が で き る す き 間 ３ ４ も 有 し 、 被 覆 要 素 ３ ３ の す き 間 ３ ４ は 、 二 重 ベ ル  
ト ２ ９ に よ っ て 画 定 さ れ た 平 面 を 超 え る （ 二 重 ベ ル ト ２ ９ の 表 面 に 対 し て ） 。 他 の 実 施 形  
態 で は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 そ れ 自 体 が そ の 先 端 ３ ５ と と も に 、 二 重 ベ ル ト ２ ９  
に よ っ て 画 定 さ れ た 平 面 内 ま た は 平 面 下 に 横 た わ っ て も よ い 。 二 重 ベ ル ト ２ ９ お よ び セ グ  
メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に よ っ て 個 々 に 制 御 可 能 で あ る 。 好 ま し く は 、  
二 重 ベ ル ト ２ ９ お よ び セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 例 え ば 、 同 じ 駆 動 速 度 で 駆 動 さ れ る よ  
う な 様 式 で 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に よ っ て 同 期 的 に 制 御 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ 上 で 加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ を 自 動 的 に 整 列 さ せ る  
た め の 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は 、 入 口 区 域 Ｅ に 配 置 さ れ て い る 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の  
手 段 ２ ０ と 、 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 ２ １ と の 間 に  
配 置 さ れ て お り 、 当 該 搬 送 ユ ニ ッ ト は 、 実 施 例 で は 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 配 置 さ れ て お り 、  
ま た 、 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は 、  
好 ま し く は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム を 備 え 、 明  
示 的 に は 示 し て い な い 整 列 ツ ー ル を 備 え る 。 整 列 ツ ー ル は 、 例 え ば 、 握 持 手 段 お よ び ／ ま  
た は 吸 着 手 段 を 含 ん で も よ く 、 こ れ ら の 手 段 を 使 用 し て 、 魚 切 身 １ ０ を 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上  
で 移 送 方 向 Ｔ な ら び に 特 に 移 送 方 向 Ｔ に 対 し て 横 方 向 に オ フ セ ッ ト す る こ と が で き 、 ま た  
、 と り わ け 、 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 １ ７ が す き 間 ３ ０ の 領 域 に 少 な く と も 部 分 的 に 、 好 ま し  
く は 完 全 に 中 心 的 に 位 置 す る よ う に 、 垂 直 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る こ と も で き る 。 特 に 好 ま  
し く は 、 整 列 ツ ー ル は 、 例 え ば 、 プ ラ ン ジ ャ な ど を 備 え て も よ く 、 こ れ に よ り 、 魚 切 身 １  
０ が 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 横 た わ っ て い る 間 に 魚 切 身 １ ０ を 移 動 お よ び ／ も し く は 回 転 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は 、 魚 切 身 １ ０ が こ れ ら の 場 所 ／ 位 置 に 関 し て セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２  
上 に 予 め 位 置 決 め さ れ る よ う な 様 式 で 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 の 魚 切 身 １ ０ を 自 動 的 に 整 列 さ  
せ る よ う に 特 に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は 、 第 １ の 切 削 器 具  
２ １ が 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 ３ ８ 、 ３ ９ 、 お よ び 丸 刃 ３ ８ 、 ３  
９ の た め の 駆 動 手 段 ４ ０ 、 ４ １ を 備 え 、 ２ つ の 丸 刃 ３ ８ 、 ３ ９ が 、 垂 直 方 向 な ら び に 水 平  
方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ て い る 場 合 に 特 に 好 ま し い 。 丸 刃 ３ ８ 、 ３ ９ を 手 動 ま た は 自 動  
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で 調 整 す る こ と が 可 能 で あ っ て も よ い 。 特 に 好 ま し く は 、 第 １ の 切 削 器 具 ２ １ は 、 ロ ボ ッ  
ト メ カ ニ ズ ム ４ ２ 、 例 え ば 、 パ ラ レ ル キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に 配 置 さ れ て お り 、 こ  
の メ カ ニ ズ ム ４ ２ に よ り 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ に 対 す る 第 １ の 切 削 器 具 ２ １ の 位 置 、 従 っ て  
こ の 実 施 例 で は 二 重 ベ ル ト ２ ９ に 対 す る 位 置 は 、 少 な く と も 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に 調  
整 可 能 で あ り 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム ４ ２ は 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に も 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
任 意 に 、 固 定 手 段 ４ ３ は 、 少 な く と も 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 魚  
切 身 １ ０ を 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 固 定 す る こ と が で き る よ う な 様 式 で 二 重 ベ ル ト ２ ９ の 領 域  
に 設 け ら れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 例 え ば 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ の 上 方 で 切 削 器 具 ２ １  
の 上 流 側 の 移 送 方 向 Ｔ に 配 置 さ れ 、 移 送 方 向 Ｔ に 対 し て 横 方 向 に 整 列 し て 、 魚 切 身 １ ０ を  
上 方 か ら 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 押 し 付 け る 加 圧 ロ ー ラ ４ ４ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 魚 を 押  
さ え る た め の 対 応 す る 加 圧 ロ ー ラ ４ ４ ま た は 別 の 手 段 も 、 切 削 器 具 ２ １ の 下 流 側 の 移 送 方  
向 Ｔ に 代 替 的 も し く は 追 加 的 に 配 置 し て も よ い 。 ま た 、 吸 着 ユ ニ ッ ト を 固 定 手 段 ４ ３ と し  
て 使 用 し て も よ く 、 こ れ を 使 用 し て 魚 切 身 １ ０ を 下 か ら 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 で 吸 着 す る 。 各  
加 圧 ロ ー ラ ４ ４ な ど は 、 能 動 的 に 駆 動 さ れ て も よ い 。 対 応 す る 駆 動 手 段 は 、 制 御 デ バ イ ス  
２ ６ に 接 続 さ れ て も よ い 。 各 加 圧 ロ ー ラ ４ ４ は 、 好 ま し く は 、 駆 動 速 度 に 関 し て 二 重 ベ ル  
ト ２ ９ と 同 期 的 に 駆 動 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
二 重 ベ ル ト ２ ９ お よ び セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 移 送 方 向 Ｔ の 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し  
た 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ を 形 成 し て お り 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 上 述 し た よ う に 、 少 な  
く と も 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ か ら セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ ま で の 移 行 領 域
【 ０ ０ ４ ９ 】
【 数 １ 】

【 ０ ０ ５ ０ 】
に お い て 、 す き 間 ３ ０ を 介 し て 下 か ら 二 重 ベ ル ト ２ ９ に 係 合 し て 魚 切 身 １ ０ を 二 重 ベ ル ト  
２ ９ か ら 移 動 す る 。 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 複 数 の セ グ メ ン ト ３ ６ で 構 成 さ れ て い る  
。 各 セ グ メ ン ト ３ ６ は 、 断 面 が 三 角 形 ま た は 屋 根 型 で あ る （ 例 え ば 、 図 ５ お よ び 図 ８ を 参  
照 ） 。 各 セ グ メ ン ト ３ ６ は 、 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ の 方 向 を 向 い て い る 上 側 に 、 好 ま し く は  
、 ス パ イ ク 状 の 突 出 部 ４ ５ を 有 す る 。 他 の 実 施 形 態 で は 、 セ グ メ ン ト ３ ６ の う ち の い く つ  
か の み が そ の よ う な 突 出 部 ４ ５ を 有 す る こ と が 可 能 で あ り 、 各 突 出 部 ４ ５ は 、 お そ ら く 、  
魚 切 身 １ ０ を 保 持 ま た は 貫 通 す る た め の 粗 面 も し く は 任 意 の 他 の 手 段 の み を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ は 、 そ の 形 状 お よ び 設 計 に よ り 、 魚 切 身 １ ０ を 開 く た め の 手 段 ２  
２ を 任 意 に 形 成 す る 。 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 で は 、 魚 切 身 １ ０ は 、 そ の 皮 目 １ ５ を 平 ら に し て  
二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 横 た わ っ て い る 。 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ に よ っ て 魚 切 身 １ ０ が 移 動  
し た 結 果 、 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ は 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 の 除 去 に 支  
援 さ れ て 、 二 重 ベ ル ト ２ ９ を 離 れ た 後 に 側 方 お よ び 下 方 に 落 下 し 、 そ の 結 果 、 依 然 と し て  
互 い に 接 続 し て い る 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ は 、 セ グ メ ン ト ３ ６ の 表 面 ４ ６ 、 ４ ７ 上 に 、  
斜 め 下 方 に 広 が り つ つ 皮 目 １ ５ を 付 け て 横 た わ っ て お り 、 そ の 結 果 、 切 削 面 Ｆ １ な ら び に  
Ｆ ２ は 、 互 い に 向 き 合 う 位 置 か ら 、 切 削 面 Ｆ 1 お よ び Ｆ 2 を 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ の 方 向 の  
さ ら に 上 方 に 向 け る 位 置 に す る （ 具 体 的 に は 図 ５ を 参 照 ） 。 魚 切 身 １ ０ を 開 く た め の 他 の  
手 段 ２ ２ は ま た 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ に 追 加 的 か つ 別 個 に 使 用 す る こ と も で き る 。 例  
え ば 、 部 分 的 な 切 身 を 能 動 的 に 展 開 す る 手 段 を セ グ メ ン ト チ ェ ー ン の 上 方 に 配 置 し て も よ  
い 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
好 ま し く は 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ は 、 少 な く と も 腹 側 お よ び 背 側 部 分  
の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 開 い た 魚 切 身 １ ０ を 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８  



10

20

30

40

50

JP 2022-511853 A 2022.2.1(14)

、 ４ ９ と セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ と の 間 で 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ の 両 側 に 固 定 で き る  
よ う な 様 式 で 、 少 な く と も 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ の 領 域 の セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ に 割 り 当 て  
ら れ て い る 。 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ は 、 例 え ば 、 丸 い 外 形 で あ っ て も よ  
い 。 し か し な が ら 、 好 ま し く は 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ は 、 回 転 駆 動 さ  
れ る 搬 送 ベ ル ト ５ ０ 、 ５ １ で あ り 、 そ の 誘 導 面 ５ ２ 、 ５ ３ は 、 好 ま し く は 、 セ グ メ ン ト ３  
６ の 表 面 ４ ６ 、 ４ ７ と 平 行 に 整 列 し て い る （ 具 体 的 に は 図 ８ を 参 照 ） 。 セ グ メ ン ト ３ ６ の  
表 面 ４ ６ 、 ４ ７ か ら の 誘 導 面 ５ ２ 、 ５ ３ の 距 離 は 、 調 整 可 能 で あ る 。 魚 を 押 さ え る た め の  
デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ は 、 好 ま し く は 、 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ を 開 く た め の 手 段 ２ ２ と し  
て 、 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ を 開 く 助 け と な る 能 動 的 な 手 段 と し て 、 ま た 、 部 分 的 な 切 身  
１ ２ 、 １ ４ を 広 げ た 位 置 に 保 持 す る た め に 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ を 支 援 す る よ う に 設  
計 お よ び 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ と と も  
に セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ の 上 方 に 配 置 さ れ て い る 。 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２  
５ は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 ５ ４ と ５ ５ 、 な ら び に ５ ６ と ５ ７ 、  
お よ び 丸 刃 ５ ４ ～ ５ ７ の た め の 駆 動 手 段 ５ ８ と ５ ９ 、 な ら び に ６ ０ と ６ １ を 各 々 備 え る 。  
単 純 な 実 施 形 態 で は 、 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 切 削 器 具 ２ １ の よ う に 設 計 さ れ て も よ い 、  
す な わ ち 、 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 ５ ４ と ５ ５ 、 な ら び に ５ ６ と ５ ７ を 備  
え 、 こ れ ら の ナ イ フ は 、 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ て い る 。 具 体 的 に  
は 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ で は 、 丸 刃 ５ ４ ～ ５ ７ の 代 わ り に 、 リ ン グ ブ レ  
ー ド 、 い わ ゆ る ウ ィ ザ ー ド ナ イ フ を 使 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
好 ま し く は 、 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト ６ ４ と ６ ５ 、 な  
ら び に ６ ６ と ６ ７ が 割 り 当 て ら れ た 刃 キ ャ リ ア ６ ２ 、 ６ ３ を 各 々 有 し 、 各 刃 ユ ニ ッ ト ６ ４  
～ ６ ７ は 、 丸 刃 ５ ４ ～ ５ ７ 、 お よ び 丸 刃 ５ ４ ～ ５ ７ を 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2 を 中 心 に 回 転  
駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 ５ ８ ～ ６ １ を 備 え 、 ２ つ の 丸 刃 ５ ４ と ５ ５ 、 な ら び に ５ ６ と ５ ７  
は 、 角 度 α を 囲 む 位 置 で 実 質 的 に 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て お り 、 刃 キ ャ リ ア ６ ２ 、 ６ ３  
上 の 刃 ユ ニ ッ ト ６ ４ ～ ６ ７ の 調 整 可 能 な 配 置 に よ り 、 角 度 α の 大 き さ を 設 定 す る こ と が 可  
能 で あ り 、 ２ つ の 回 転 中 心 軸 Ｍ 1 、 Ｍ 2 の 互 い の オ フ セ ッ ト は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て ゼ ロ  
に 等 し く 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト ６ ４ と ６ ５ 、 な ら び に ６ ６ と ６ ７ は 、 互 い に 専 ら 同 期 的 に 調  
整 可 能 で あ る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 好 ま し く は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で  
配 置 さ れ て お り 、 各 々 が ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム ６ ８ 、 ６ ９ 、 例 え ば 、 パ ラ レ ル デ ル タ キ ネ マ  
テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に あ り 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム ６ ８ 、 ６ ９ は ま た 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６  
に も 接 続 さ れ て い る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 最 初 に 、 腹 側 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の  
第 ２ の 切 削 器 具 ２ ４ が 、 続 い て 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ３ の 切 削 器 具 ２  
５ が 移 送 方 向 Ｔ に 配 置 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ の 順 序 は 、 逆 で あ  
っ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ に 対 応 す る 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト ７ ０ は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 第  
２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ を 備 え る 当 該 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ の 下 流 側 に 任 意  
に 配 置 さ れ て お り 、 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト ７ ０ は 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に も 接 続 さ れ て い る 。  
さ ら に 、 対 応 す る 設 計 を 有 す る 切 削 ユ ニ ッ ト を 設 け て も よ い 。 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第  
３ の 手 段 ７ １ は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト ２ ３ 下 流 側 、 お よ び 第 ２ の 切  
削 ユ ニ ッ ト ７ ０ の 上 流 側 に 配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 ７ １ は ま  
た 、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に も 接 続 さ れ て い る 。 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 ７ １ は 、  
赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 ２ ０ お よ び 第 ２ の 手 段 ２ ７ に 従 っ て 設 計 な ら び に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
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任 意 に 、 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 抽 出 す る た め の 吸 着 手 段 ７ ２ 、 ７ ３ は 、 個 々 の  
切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ま た は 各 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ の 領 域 に 配 置 さ れ て い る 。  
例 え ば 、 吸 着 管 は 、 そ れ ぞ れ 対 の 丸 刃 ３ ８ と ３ ９ 、 お よ び ５ ４ と ５ ５ 、 な ら び に ５ ６ と ５  
７ の 下 流 側 の 移 送 方 向 Ｔ に 配 置 さ れ て お り 、 吸 着 管 の 吸 着 開 口 部 は 、 移 送 方 向 Ｔ と は 逆 に  
向 い て い る 。 魚 切 身 １ ０ を 加 工 す る た め の す べ て の 構 成 要 素 、 す な わ ち 、 少 な く と も 、 赤  
身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 ２ ０ 、 ２ ７ 、 ７ １ 、 お よ び す べ て の 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５  
は 、 魚 切 身 １ ０ の 加 工 が 上 方 か ら 行 わ れ る よ う に 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ の 上 方 に 配 置 さ れ て  
い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
加 工 プ ロ セ ス に 関 与 す る す べ て の 構 成 要 素 、 す な わ ち 、 具 体 的 に は 赤 身 肉 を 検 出 す る た め  
の 手 段 ２ ０ 、 ２ ７ 、 ７ １ 、 す べ て の 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 直 接 、 ま た は ロ ボ ッ ト  
メ カ ニ ズ ム ４ ２ 、 ６ ８ 、 ６ ９ 、 な ら び に 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ 、 お よ び 搬 送 要 素 ２ ８ 、 ３ １ の  
駆 動 手 段 を 介 し て 、 有 線 ま た は 無 線 で 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に 接 続 さ れ て い る こ と が 好 ま し く  
、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ は 、 と り わ け 、 評 価 ユ ニ ッ ト 、 少 な く と も １ つ の メ モ リ ユ ニ ッ ト 、 お  
よ び 個 々 の 構 成 要 素 を 能 動 的 に 制 御 す る た め の 少 な く と も １ つ の 制 御 モ ジ ュ ー ル を 備 え る  
。 制 御 デ バ イ ス ２ ６ は 、 プ ロ グ ラ マ ブ ル 論 理 制 御 装 置 と し て 、 ま た は マ イ ク ロ プ ロ セ ッ サ  
ベ ー ス の 制 御 装 置 と し て 設 計 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
以 下 で は 、 赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 １ ７ を 魚 切 身 １ ０ か ら 自 動  
的 に 除 去 す る 方 法 を 図 面 に 基 づ い て よ り 詳 細 に 説 明 し て お り 、 本 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ  
の 組 み 合 わ せ に よ っ て 特 徴 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ に よ っ て 、 移 送 方 向 Ｔ の 入 口 区 域 Ｅ か ら 出 口  
区 域 Ａ ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 自 動 的 に 移 送 さ れ る 。 移 送 経 路 に 沿 っ て 、 ま ず 初 め に 、 赤  
身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 ２ ０ は 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ 中 の 赤 身 肉 を 自 動 的 に 検 出 す る  
。 続 い て 、 第 １ の 切 削 器 具 ２ １ を 使 用 し て 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 魚 切  
身 １ ０ か ら 自 動 的 に 切 削 す る 。 第 １ の 切 削 後 、 開 く た め の 手 段 ２ ２ を 使 用 し て 中 央 の 中 心  
部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 魚 切 身 １ ０ は 、 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る  
と き に 形 成 さ れ た 、 魚 切 身 １ ０ に 依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部  
お よ び 魚 切 身 １ ０ に 依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 Ｆ 1
、 Ｆ 2 が 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 自 動 的 に 開 か れ る 。 開  
か れ た 位 置 で は 、 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 は 、 第 ２ な ら び に 第 ３ の 切 削 器 具 ２ ４  
、 ２ ５ を 使 用 し て 魚 切 身 １ ０ か ら 自 動 的 に 切 削 さ れ る 。 ３ つ の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を す べ  
て 除 去 す る た め の 自 動 切 削 を 実 行 す る た め に 、 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 赤 身 肉 を 検  
出 す る た め の 手 段 ２ ０ に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 制 御 デ  
バ イ ス ２ ６ を 使 用 し て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
好 ま し く は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ の 駆 動 手 段 か ら の デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 は 、 切 削 器 具  
２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ を 制 御 す る と き に も 使 用 さ れ る 。 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 １ ７ 全 体 の 多 段 階  
除 去 は 、 本 発 明 に よ る 方 法 の 前 景 に あ る 。 赤 身 肉 の 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 少 な く と も ３ 段 階  
で 魚 切 身 １ ０ か ら 自 動 的 に 切 削 さ れ 、 最 初 に 、 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 が 魚 切 身 １ ０  
か ら 切 削 さ れ 、 続 い て 最 初 に 、 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 背 側 部 分 の 細 長 い 片  
部 、 ま た は 最 初 に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 が 魚 切 身 か ら 切 削 さ  
れ る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
任 意 に 、 第 １ の 切 削 前 に 、 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ を 使 用 し て 、 魚 切 身 １ ０ を 切 削 器 具 ２ １ に 対  
し て 最 適 な 位 置 に 自 動 的 に 持 っ て い き 、 そ の 位 置 で は 、 除 去 さ れ る 細 長 い 片 部 １ ７ は 、 二  
重 ベ ル ト ２ ９ の す き 間 ３ ０ の 領 域 に 少 な く と も 主 に 中 心 的 に 位 置 し 、 そ の 長 手 方 向 の 延 長  
に お い て 移 送 方 向 Ｔ と 実 質 的 に 平 行 に 整 列 す る 。 こ れ を 行 う た め に 、 取 扱 デ バ イ ス ３ ７ は  
、 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 第 １ の 自 動 切 削 で は 、 魚 切 身 １ ０ は 、 好 ま し く  
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は 、 固 定 手 段 ４ ３ を 使 用 し て 二 重 ベ ル ト ２ ９ 上 に 保 持 さ れ る か 、 ま た は 、 当 該 二 重 ベ ル ト  
上 に 押 し 付 け ら れ る か 、 か つ ／ も し く は 、 当 該 二 重 ベ ル ト 上 に 吸 着 さ れ る 。 第 １ の 切 削 後  
、 魚 切 身 １ ０ は 、 搬 送 ユ ニ ッ ト １ ９ の セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ に よ っ て 二 重 ベ ル ト ２ ９ か  
ら 移 動 さ れ 、 魚 切 身 １ ０ は 、 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２ 上 の 二 重 ベ ル ト ２ ９ を 離 れ た 後 に 、  
好 ま し く は 、 重 力 の み に よ っ て 、 ２ つ の 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ が 横 方 お よ び 下 方 に 折 り  
畳 ま れ る よ う に 自 動 的 に 開 く 。 し か し な が ら 、 任 意 に 、 部 分 的 な 切 身 １ ２ 、 １ ４ は 、 能 動  
的 に 開 い た 位 置 に 持 っ て く る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
切 削 器 具 ２ １ に よ る 第 1 の 切 削 後 、 お よ び 切 削 器 具 ２ ４ に よ る 第 ２ の 切 削 前 に は 、 好 ま し  
く は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 ２ ７ を 使 用 し て 、 加 工 さ れ る 魚 切 身 １ ０ に 残 留 す る ／  
残 存 す る 赤 身 肉 を 再 度 自 動 的 に 検 出 す る 。 第 ２ お よ び 第 ３ の 自 動 切 削 で は 、 魚 切 身 １ ０ は  
、 好 ま し く は 、 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス ４ ８ 、 ４ ９ に よ っ て セ グ メ ン ト チ ェ ー ン ３ ２  
上 に 保 持 さ れ る 。 切 削 器 具 ２ ４ 、 ２ ５ 、 切 削 器 具 ２ １ と 同 様 に 、 直 接 制 御 し て も よ い 。 し  
か し な が ら 、 好 ま し く は 、 切 削 器 具 ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム ４ ２ 、 ６ ８  
、 ６ ９ を 介 し て 制 御 デ バ イ ス ２ ６ に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
す べ て の 切 削 は 、 互 い に あ る 角 度 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て い る 、 対 で 配 置 さ れ た 丸 刃 ３ ８ と  
３ ９ 、 ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ を 用 い て 行 う の が 好 ま し い 。 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 は 、 少  
な く と も ウ ィ ザ ー ド ナ イ フ を 用 い て 行 う こ と も で き る 。 好 ま し く は 、 最 初 に 腹 側 部 分 の 細  
長 い 片 部 を 切 削 し 、 次 に 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 切 削 す る か 、 ま た は そ の 逆 を 行 う こ と で  
、 追 加 の 切 削 器 具 に よ っ て 第 ４ お よ び 第 ５ の 切 削 を 移 送 経 路 に 沿 っ て 繰 り 返 し 、 加 工 さ れ  
る 魚 切 身 １ ０ 中 の 赤 身 肉 は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 ７ １ を 使 用 し て 、 第 ４ お よ び 第  
５ の 切 削 前 に 再 度 自 動 的 に 検 出 さ れ る 。 好 ま し く は 、 自 動 切 削 に よ っ て 除 去 さ れ た 部 分 的  
な 細 長 い 片 部 は 、 吸 着 に よ っ て 自 動 的 に 抽 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
特 に 好 ま し く は 、 本 方 法 は 、 請 求 項 １ ～ １ ８ の １ つ 以 上 に 記 載 さ れ た 装 置 １ ８ を 使 用 し て  
行 わ れ る 。
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 0 月 1 9 日 ( 2 0 2 1 . 1 0 . 1 9 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 装 置 （ １ ８ ） で あ っ て 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） に 入 る 入 口 区  
域 （ Ｅ ） か ら 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） か ら 出 る 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移  
送 経 路 に 沿 っ て 移 送 方 向 Ｔ に 移 送 し 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し て 前 記 出 口 区 域 （ Ａ ）  
の 前 記 方 向 に 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） か ら 出 発 す る た め の 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） と 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 １ の 切  
削 器 具 （ ２ １ ） と 、
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） に よ っ て 生 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着  
し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着 し て  
い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ １ 、 Ｆ ２ ） が 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９  
） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚  
切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 前 記 腹 側 お よ び 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た  
め の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） で あ っ て 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の  
切 削 器 具 （ ２ ４ ） な ら び に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ３ の 切 削 器 具 （  
２ ５ ） を 含 む 、 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と 、
制 御 デ バ イ ス と 、 を 備 え 、
赤 身 肉 を 識 別 す る た め の 少 な く と も 前 記 手 段 （ ２ ０ ） お よ び 前 記 ３ つ の 切 削 器 具 （ ２ １ 、  
２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ な  
ら び に ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 す べ て の 切 削 を 行 う こ と が で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 に 残 存 す る 前 記 赤 身 肉 を 検 出 す る  
た め の 第 ２ の 手 段 （ ２ ７ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ） と 前 記  
切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ２ の 手 段  
（ ２ ７ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） 上 で 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自  
動 的 に 整 列 さ せ る た め の 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） に 配 置 さ れ て い る  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去  
す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ）  
は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 整 列 ツ ー ル と と も に 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル  
タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ５ 】
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前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、  
３ ９ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） の た め の 駆 動 手 段 （ ４ ０ 、 ４ １ ） を 備 え 、 前 記 ２  
つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） は 、 垂 直 方 向 な ら び に 水 平 方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ  
ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の メ カ ニ ズ ム に よ っ て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １  
９ ） に 対 す る 前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） の 位 置 が 少 な く と も 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に  
調 整 可 能 で あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２  
つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） の た  
め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０ と ６ １ ） を 各 々 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６  
と ６ ７ ） が 割 り 当 て ら れ て い る 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、 ６ ３ ） を 各 々 備 え 、 各 刃 ユ ニ ッ ト （ ６  
４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ ～  
５ ７ ） を 回 転 中 心 軸 Ｍ １ 、 Ｍ ２ を 中 心 に 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０  
と ６ １ ） を 備 え 、 前 記 ２ つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ２ ７ ） は 、 角 度 α を 囲 む 位 置 で 実  
質 的 に 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て お り 、 前 記 角 度 α の 大 き さ は 、 前 記 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、  
６ ３ ） 上 の 前 記 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） の 調 整 可 能 な 配 置 に よ っ て 設 定 す  
る こ と が で き 、 前 記 ２ つ の 回 転 中 心 軸 Ｍ １ 、 Ｍ ２ の 互 い の オ フ セ ッ ト は 、 移 送 方 向 Ｔ に お  
い て ゼ ロ に 等 し く 、 前 記 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 互 い に 専 ら 同  
期 的 に 調 整 可 能 で あ る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で 配 置  
さ れ て お り 、 各 々 が ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス  
メ カ ニ ズ ム 上 に あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス  
（ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装  
置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） は 、 複 数 の 搬 送 要 素 （ ２ ８ 、 ３ １ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 領 域 に あ る 第 １ の 搬 送 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ と 平 行 に 中 心 的 に 走  
る す き 間 （ ３ ０ ） を 有 す る 回 転 駆 動 式 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） で あ り 、 一 方 、 前 記 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 領 域 に あ る 第 ２ の 搬 送 要 素 （ ３ １ ） は 、 断 面 が 三 角 形 の 回 転 駆 動 式 セ グ メ ン  
ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置  
（ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） お よ び 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ の 移  
送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し た 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） を 形 成 し 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２  
） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 移 動 す る た め に 、 少 な く と も 、  
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） へ の 移 行 領 域
【 数 １ 】
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に お い て 、 前 記 す き 間 （ ３ ０ ） を 介 し て 下 か ら 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） に 係 合 す る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ）  
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３  
２ ） 上 に 固 定 す る た め に 、 そ の 上 側 に 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 方 向 を 向 い た ス パ イ ク  
状 の 突 出 部 （ ４ ５ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） は 、 少 な く と も 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分  
の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 前 記 開 い た 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 を 押 さ え る た め の  
デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） と セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） と の 間 で 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー  
ン （ ３ ２ ） の 両 側 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 少 な く と も 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 前  
記 領 域 の 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） に 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
固 定 手 段 （ ４ ３ ） は 、 少 な く と も 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 前 記  
魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） 上 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 二 重 ベ ル ト  
( ２ ９ ) の 前 記 領 域 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） に 対 応 す る 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ  
に お い て 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 備 え る 前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 下 流 側 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は ま た 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ５ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 下 流 側 、 お よ び 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） の 上 流 側 に 配 置 さ れ て お り  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 吸 着 に よ っ て 抽 出 す る た め の 吸 着 手 段 （ ７ ２ 、 ７ ３  
） は 、 各 切 削 器 具 （ ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 前 記 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
－ 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） に よ っ て 、 移 送 方 向 Ｔ の 入 口  
区 域 （ Ｅ ） か ら 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 自 動 的 に 移 送 す る ス テ ッ プ と 、
－ 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ２ ０ ） を 使 用 し て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の  
前 記 赤 身 肉 を 自 動 的 に 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
－ 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） を 使 用 し て 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 前 記 魚 切  
身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 形 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に  
依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然  
と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ １ 、 Ｆ ２ ） が 、 前 記 搬 送  
ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） を 使 用 し  
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て 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自 動 的 に 開 く ス  
テ ッ プ と 、
－ 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 使 用 し て 、 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 を 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 み 、
－ 前 記 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決  
定 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） を 使 用 し て 制 御 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
赤 身 肉 の 前 記 細 長 い 片 部 は 、 少 な く と も ３ つ の ス テ ッ プ で 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 さ れ 、 最 初 に 、 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 切 削 さ  
れ 、 続 い て 最 初 に 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 ま た は  
最 初 に 赤 身 肉 の 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身  
（ １ ０ ） か ら 切 削 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
最 初 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削  
、 ま た は そ の 逆 は 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 追 加 の 切 削 器 具 に よ っ て 第 ４ お よ び 第 ５ の ス テ  
ッ プ で 繰 り 返 さ れ 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 前 記 赤 身 肉 は 、 前 記 第 ４ お よ び 第  
５ の ス テ ッ プ の 前 に 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ７ １ ） を 使 用 し て 再 度 自 動 的 に 検 出  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
各 魚 切 身 （ １ ０ ） は 、 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 中 に 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ）  
に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
す べ て の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 切 削 す べ て は 、 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て い る 丸 刃 （ ２ ８  
と ２ ９ 、 ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２  
２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
切 削 に よ っ て 除 去 さ れ た 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 は 、 吸 着 に よ っ て 抽 出 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 １ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 装 置 （ １ ８ ） を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 令 和 3 年 1 0 月 2 1 日 ( 2 0 2 1 . 1 0 . 2 1 )
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る 装 置 （ １ ８ ） で あ っ て 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） に 入 る 入 口 区  
域 （ Ｅ ） か ら 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） が 前 記 装 置 （ １ ８ ） か ら 出 る 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移  
送 経 路 に 沿 っ て 移 送 方 向 Ｔ に 移 送 し 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し て 前 記 出 口 区 域 （ Ａ ）  
の 前 記 方 向 に 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） か ら 出 発 す る た め の 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） と 、
加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 １ の 切  
削 器 具 （ ２ １ ） と 、
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） に よ っ て 生 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着  
し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然 と し て 付 着 し て  
い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ １ 、 Ｆ ２ ） が 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９  
） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚  
切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） と 、
前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 赤 身 肉 の 前 記 腹 側 お よ び 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た  
め の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） で あ っ て 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ２ の  
切 削 器 具 （ ２ ４ ） な ら び に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る た め の 第 ３ の 切 削 器 具 （  
２ ５ ） を 含 む 、 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と 、
制 御 デ バ イ ス と 、 を 備 え 、
赤 身 肉 を 識 別 す る た め の 少 な く と も 前 記 手 段 （ ２ ０ ） お よ び 前 記 ３ つ の 切 削 器 具 （ ２ １ 、  
２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決 定 さ れ た デ ー タ な  
ら び に ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 す べ て の 切 削 を 行 う こ と が で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ２ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 に 残 存 す る 前 記 赤 身 肉 を 検 出 す る  
た め の 第 ２ の 手 段 （ ２ ７ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ） と 前 記  
切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ２ の 手 段  
（ ２ ７ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ３ 】
移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） 上 で 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自  
動 的 に 整 列 さ せ る た め の 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 前 記 入 口 区 域 （ Ｅ ） に 配 置 さ れ て い る  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 １ の 手 段 （ ２ ０ ） と 、 前 記 中 央 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去  
す る た め の 第 ２ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） と の 間 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ）  
は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ま た  
は ２ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 取 扱 デ バ イ ス （ ３ ７ ） は 、 整 列 ツ ー ル と と も に 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム 、 例 え ば 、 デ ル  
タ キ ネ マ テ ィ ク ス メ カ ニ ズ ム を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ５ 】
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前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２ つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、  
３ ９ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） の た め の 駆 動 手 段 （ ４ ０ 、 ４ １ ） を 備 え 、 前 記 ２  
つ の 丸 刃 （ ３ ８ 、 ３ ９ ） は 、 垂 直 方 向 な ら び に 水 平 方 向 に 調 整 可 能 に 設 計 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） は 、 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ  
ィ ク ス メ カ ニ ズ ム 上 に 配 置 さ れ て お り 、 こ の メ カ ニ ズ ム に よ っ て 、 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １  
９ ） に 対 す る 前 記 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） の 位 置 が 少 な く と も 垂 直 方 向 お よ び 水 平 方 向 に  
調 整 可 能 で あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ４ ２ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ）  
。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 互 い に 固 定 角 で Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ た ２  
つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） の た  
め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０ と ６ １ ） を 各 々 備 え る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ６  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６  
と ６ ７ ） が 割 り 当 て ら れ て い る 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、 ６ ３ ） を 各 々 備 え 、 各 刃 ユ ニ ッ ト （ ６  
４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） 、 お よ び 前 記 丸 刃 （ ５ ４ ～  
５ ７ ） を 回 転 中 心 軸 Ｍ １ 、 Ｍ ２ を 中 心 に 回 転 駆 動 す る た め の 駆 動 手 段 （ ５ ８ と ５ ９ 、 ６ ０  
と ６ １ ） を 備 え 、 前 記 ２ つ の 丸 刃 （ ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） は 、 角 度 α を 囲 む 位 置 で 実  
質 的 に 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て お り 、 前 記 角 度 α の 大 き さ は 、 前 記 刃 キ ャ リ ア （ ６ ２ 、  
６ ３ ） 上 の 前 記 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） の 調 整 可 能 な 配 置 に よ っ て 設 定 す  
る こ と が で き 、 前 記 ２ つ の 回 転 中 心 軸 Ｍ １ 、 Ｍ ２ の 互 い の オ フ セ ッ ト は 、 移 送 方 向 Ｔ に お  
い て ゼ ロ に 等 し く 、 前 記 ２ つ の 刃 ユ ニ ッ ト （ ６ ４ と ６ ５ 、 ６ ６ と ６ ７ ） は 、 互 い に 専 ら 同  
期 的 に 調 整 可 能 で あ る よ う に 設 計 お よ び 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ７  
の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 前 後 に 並 ん で 配 置  
さ れ て お り 、 各 々 が ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） 、 例 え ば 、 デ ル タ キ ネ マ テ ィ ク ス  
メ カ ニ ズ ム 上 に あ り 、 前 記 ロ ボ ッ ト メ カ ニ ズ ム （ ６ ８ 、 ６ ９ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス  
（ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装  
置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） は 、 複 数 の 搬 送 要 素 （ ２ ８ 、 ３ １ ） を 備 え 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 領 域 に あ る 第 １ の 搬 送 要 素 （ ２ ８ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ と 平 行 に 中 心 的 に 走  
る す き 間 （ ３ ０ ） を 有 す る 回 転 駆 動 式 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） で あ り 、 一 方 、 前 記 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 領 域 に あ る 第 ２ の 搬 送 要 素 （ ３ １ ） は 、 断 面 が 三 角 形 の 回 転 駆 動 式 セ グ メ ン  
ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置  
（ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） お よ び 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 移 送 方 向 Ｔ の 移  
送 経 路 に 沿 っ て 連 続 し た 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） を 形 成 し 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２  
） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 移 動 す る た め に 、 少 な く と も 、  
前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） か ら 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） へ の 移 行 領 域
【 数 １ 】
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に お い て 、 前 記 す き 間 （ ３ ０ ） を 介 し て 下 か ら 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） に 係 合 す る こ と を  
特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 開 く た め の 前 記 手 段 （ ２ ２ ）  
を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ま た は １ １ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） は 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３  
２ ） 上 に 固 定 す る た め に 、 そ の 上 側 に 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 方 向 を 向 い た ス パ イ ク  
状 の 突 出 部 （ ４ ５ ） を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載  
の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 魚 を 押 さ え る た め の デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） は 、 少 な く と も 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分  
の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 、 前 記 開 い た 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 前 記 魚 を 押 さ え る た め の  
デ バ イ ス （ ４ ８ 、 ４ ９ ） と セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） と の 間 で 、 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー  
ン （ ３ ２ ） の 両 側 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 少 な く と も 前 記 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） の 前  
記 領 域 の 前 記 セ グ メ ン ト チ ェ ー ン （ ３ ２ ） に 割 り 当 て ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求  
項 １ ０ ～ １ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ５ 】
固 定 手 段 （ ４ ３ ） は 、 少 な く と も 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 前 記  
魚 切 身 （ １ ０ ） を 前 記 二 重 ベ ル ト （ ２ ９ ） 上 に 固 定 で き る よ う な 様 式 で 、 前 記 二 重 ベ ル ト  
( ２ ９ ) の 前 記 領 域 に 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ４ の い ず れ か 一 項  
に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ２ ３ ） に 対 応 す る 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ  
に お い て 、 前 記 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 備 え る 前 記 第 １ の 切 削 ユ ニ ッ  
ト （ ２ ３ ） の 下 流 側 に 配 置 さ れ て お り 、 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） は ま た 、 前 記 制  
御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ０ ～ １ ５ の い ず れ か  
一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ７ 】
赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は 、 移 送 方 向 Ｔ に お い て 、 前 記 第 １ の 切 削 器  
具 （ ２ １ ） の 下 流 側 、 お よ び 前 記 第 ２ の 切 削 ユ ニ ッ ト （ ７ ０ ） の 上 流 側 に 配 置 さ れ て お り  
、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 第 ３ の 手 段 （ ７ １ ） は ま た 、 前 記 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） に  
も 接 続 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 除 去 さ れ た 部 分 的 な 細 長 い 片 部 を 吸 着 に よ っ て 抽 出 す る た め の 吸 着 手 段 （ ７ ２ 、 ７ ３  
） は 、 各 切 削 器 具 （ ２ １ 、 ２ ４ 、 ２ ５ ） の 前 記 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、  
請 求 項 １ ～ １ ７ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 （ １ ８ ） 。
【 請 求 項 １ ９ 】
赤 身 肉 、 い わ ゆ る 血 合 肉 か ら 構 成 さ れ る 細 長 い 片 部 （ １ ７ ） を 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 す る た め の 方 法 で あ っ て 、
－ 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 、 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） に よ っ て 、 移 送 方 向 Ｔ の 入 口  
区 域 （ Ｅ ） か ら 出 口 区 域 （ Ａ ） ま で 、 移 送 経 路 に 沿 っ て 自 動 的 に 移 送 す る ス テ ッ プ と 、
－ 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ２ ０ ） を 使 用 し て 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の  
前 記 赤 身 肉 を 自 動 的 に 検 出 す る ス テ ッ プ と 、
－ 第 １ の 切 削 器 具 （ ２ １ ） を 使 用 し て 、 赤 身 肉 の 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 前 記 魚 切  
身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、
－ 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 を 除 去 す る と き に 形 成 さ れ た 、 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に  
依 然 と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 お よ び 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） に 依 然  
と し て 付 着 し て い る 赤 身 肉 の 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 切 削 面 （ Ｆ １ 、 Ｆ ２ ） が 、 前 記 搬 送  
ユ ニ ッ ト （ １ ９ ） か ら 離 れ て 上 方 を 向 く よ う な 様 式 で 、 開 く た め の 手 段 （ ２ ２ ） を 使 用 し  
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て 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 か ら 解 放 さ れ た 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） を 自 動 的 に 開 く ス  
テ ッ プ と 、
－ 第 ２ お よ び 第 ３ の 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） を 使 用 し て 、 前 記 腹 側 お よ び 背 側 部 分 の 細 長  
い 片 部 を 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的 に 切 削 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 み 、
－ 前 記 切 削 器 具 （ ２ ４ 、 ２ ５ ） は 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 前 記 手 段 （ ２ ０ ） に よ っ て 決  
定 さ れ た デ ー タ お よ び ／ ま た は 情 報 に 基 づ い て 、 制 御 デ バ イ ス （ ２ ６ ） を 使 用 し て 制 御 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 、 方 法 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
赤 身 肉 の 前 記 細 長 い 片 部 は 、 少 な く と も ３ つ の ス テ ッ プ で 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 自 動 的  
に 除 去 さ れ 、 最 初 に 、 前 記 中 央 の 中 心 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） か ら 切 削 さ  
れ 、 続 い て 最 初 に 、 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 ま た は  
最 初 に 赤 身 肉 の 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 、 次 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 が 前 記 魚 切 身  
（ １ ０ ） か ら 切 削 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ １ 】
最 初 に 前 記 腹 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 、 次 に 前 記 背 側 部 分 の 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削  
、 ま た は そ の 逆 は 、 前 記 移 送 経 路 に 沿 っ て 追 加 の 切 削 器 具 に よ っ て 第 ４ お よ び 第 ５ の ス テ  
ッ プ で 繰 り 返 さ れ 、 加 工 さ れ る 前 記 魚 切 身 （ １ ０ ） 中 の 前 記 赤 身 肉 は 、 前 記 第 ４ お よ び 第  
５ の ス テ ッ プ の 前 に 、 赤 身 肉 を 検 出 す る た め の 手 段 （ ７ １ ） を 使 用 し て 再 度 自 動 的 に 検 出  
さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
各 魚 切 身 （ １ ０ ） は 、 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 前 記 切 削 中 に 前 記 搬 送 ユ ニ ッ ト （ １ ９ ）  
に 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ １ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
す べ て の 部 分 的 な 細 長 い 片 部 の 切 削 す べ て は 、 互 い に Ｖ 字 型 に 設 置 さ れ て い る 丸 刃 （ ２ ８  
と ２ ９ 、 ５ ４ と ５ ５ 、 ５ ６ と ５ ７ ） に よ っ て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２  
２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
切 削 に よ っ て 除 去 さ れ た 前 記 部 分 的 な 細 長 い 片 部 は 、 吸 着 に よ っ て 抽 出 さ れ る こ と を 特 徴  
と す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
請 求 項 １ ～ １ ８ の い ず れ か 一 項 に 記 載 さ れ た 装 置 （ １ ８ ） を 用 い て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と  
す る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ４ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
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【要約の続き】
ら赤身肉の腹側および背側部分の細長い片部を除去するための切削ユニット（２３）であって、腹側部分の細長 
い片部を除去するための第２の切削器具（２４）ならびに背側部分の細長い片部を除去するための第３の切削器 
具（２５）を含む、切削ユニット（２３）と、制御デバイス（２６）と、を備え、赤身肉を検出するための少な 
くとも手段（２０）および３つの切削器具（２１、２４、２５）は、赤身肉を識別するための手段（２０）によ 
って決定されたデータならびに／または情報に基づいて、すべての切削を行うことができるような様式で、制御 
デバイス（２６）に接続されていることを特徴とする、装置に関する。本発明は、対応する方法にさらに関する 
。
【選択図】図３
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